
７章 図形と方程式 解答 

２節 ２次曲線 
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　　よって　つまり　
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これと との距離が半径であるから
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   

   
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求める円の方程式を　 　とする。

この円が を通るので
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　 ① ②より
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② ③より

⑤
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 ③に代入して

 

   よって，求める円の方程式は 

    2 2 4 21 0x y x     

    2 22 25x y    と変形できるので 

   △ABC の外心は  2, 0  
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練習５ 

 2 2 2 2
1 1 1 1,x y r x y x y r   　　円 上の点 における接線方程式は なので  

⑴は 3 4 25x y   

⑵は 2 5x y    

⑶は 0 3 9 3x y y  よって  

⑷は 4 0 16 4x y x    よって  

 

  



練習６ 

    2 4 , 0 ,y px p x p  は焦点が 準線が なので  
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については より

よって 焦点は 　準線は
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　　 は焦点が 準線が なので

焦点 準線 のときは

よって　 　　つまり
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については より

よって 焦点は 　準線は
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練習 10 

 ⑴ 長軸 AAで    A 6, 0 , A 6, 0   

   短軸 BBで    B 0, 3 , B 0, 3    だから 
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 2 4 0, ,x py p y p  は焦点が 準線が なので
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楕円の方程式を　 とおき 焦点を とおくと

楕円上の点 に対して　 　である。

　 　なので　 　よって より

　 より　　 　 　　したがって 答は
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　 焦点は 　

また頂点は

　　　　　　 　　

　　　よって 長軸の長さは

　　　　　　　短軸の長さは
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練習 13 
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双曲線の方程式を とおき， 焦点を とおくと双曲線上の点 に対して

焦点からの距離の差が だから

　より　 より

　 　　したがって 答は
　

漸近線は
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　焦点は 　 より

　また頂点は
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　 は両辺を でわると　 　よって

　したがって　

　焦点は 　 より

　また頂点は

　　　　　　 　

　　よって　長軸の長さは

　　　　　　短軸の長さは
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　なので　

焦点は 　 より

よって 頂点は 漸近線は
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　 　なので　

焦点は 　 より

よって 頂点は 漸近線は
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　 　より　 　

焦点は 　 より
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    
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2
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節末問題 

１． 

 ⑴    2 23 3 5 9y x y   半径は中心と 軸の距離なので よって答は　  
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


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①

②

③

② ③より ④

① ④より

①に代入して，

を②に代入して
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 ⑶ 
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x y y x     より　　 ①  
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   
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   
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       

   

   



点 を通って①に垂直な直線の方程式は

②

①と②の交点は

を解いて， ②に代入して

円の半径を とすると

よって
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    

求める円を とおくと を通るから

　　　　

　　　　 　

　　　　 が成立する。
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直線 と 点 との距離 は

　という公式を使うと  
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 2 24 , 0 , 6

3 3 34 6 , 0 ,
2 2 2

y px p x p y x

p p x

   

     
 

の焦点は 準線は であり　今 であって

　 　よって　 　　したがって　焦点は 準線は
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1 12 2 12 6

4, 0 4 16 36 20

1
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yx a a
a b

a b b b

yx

   

    

 

楕円 で長軸の長さが ならば　 　よって

一方の焦点が なので 　 よって

したがって 楕円は

       

   
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1 , 0 , , 0 4 2, 0 , 2, 0

4 3 7 7 , 0 , 7 , 0

3 3,
2 2

yx a a a
a b

c a b

by x y x y x
a

    

     

    

双曲線 で頂点は なので より

焦点は より

漸近線は なので　

   
 

   

   
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1, 4 1 , 4

1 4 4

4 3 1

, 1 4 4
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x y
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y p y p

x y

  

  

    

  

放物線 の準線は で 焦点は 　 であり　頂点は

よって　頂点が になるように 方向に 方向に 平行移動すると

放物線は 　

このとき準線は となる　これが のとき　

よって
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2 1 9 4 5
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16 25
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

   

         
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   接線の方程式を 3y x n  とおくと 
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